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平成３０年度工事監査結果について 

 

Ⅰ 監査の概要 

 

 １ 監査実施日 

   平成３１年１月３１日 

 

 ２ 監査対象 

   市が施工中の工事の中から設計金額、進捗状況等を勘案し、「新田中央公 

  園再整備工事（第２期）」を本件監査の対象とした。 

 

 ３ 監査方法 

   本件監査の執行には工事技術に関する専門的知識を必要とするため、協 

  同組合総合技術士連合との間に業務委託契約を締結し、同連合の支援の下 

  で関係職員から説明を聴取しながら書類ならびに現場の調査を行った。 

 

 ４ 監査結果 

   計画、設計、積算、契約等の事務ならびに現場の施工状況は概ね良好で、 

  特に大きな問題点は見当たらなかった。今後とも技術力の向上に努力され 

  ることを期待する。 

 

 

Ⅱ 個別的事項 

 

 １ 工事概要 

   本工事は、社会資本総合整備計画「西部地区都市再生整備計画」（平成２ 

  ８年～平成３２年度）の目標である「災害に強く、人と人がつながる活力 

  あふれるまち」の実現のため、一時避難地である新田中央公園の防災機能 

  向上を目指したものである。また同時に、施設の老朽化及び利用形態の変 

  化等から、幅広い市民や在勤者が防災拠点として快適に利用でき、交流す 

  ることができる施設となるよう整備を行うものである。 

 

 （１）工事場所 

    大東市新田中町地内 

 

 （２）工事内容 

    公園整備 

    公園面積 Ａ=１．４ｈａ 

     敷地造成工 

      掘削（土砂）      ２，５９６㎥ 
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     雨水排水設備工 

      地下貯留施設      １式 

     園路広場整備工 

      脱色アスファルト舗装  ８４０㎡ 

      平板舗装-4       ２，１１８㎡ 

     遊戯施設整備工 

      複合遊具-2       １基 

      健康遊具施設-1     １基 

     管理施設整備工 

      フェンス-1-1      １２５ⅿ 

      フェンス-1-2      ８１ⅿ 

      フェンス-2-1      ８８ⅿ 

      フェンス-2-2      １６５ⅿ 

     建築施設組立設置工 

      シェルター       １基 

 

 （３）工事請負業者 

    大日本土木株式会社大阪支店 

 

 （４）工事期間 

    平成３０年７月２日 ～ 平成３１年３月２９日 

 

 （５）事業費 

    予定価格  ３９７，０５８，７６０円（消費税等を含む） 

    請負金額  ３４７，６３６，８８０円（消費税等を含む） 

 

 （６）工事進捗状況（平成３１年１月３１日現在） 

    ６２．５％ 

 

 （７）工事所管課 

    街づくり部 みどり課 

    

２ 工事監査の所見 

各段階における個々の監査内容は以下に示すとおりである。 

 

（１）工事着手前における技術的調査事項 

①計画・調査・設計について 

       ａ．計画・調査について 
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基本設計を株式会社空間創研大阪事務所、実施設計を総合調査設計

株式会社に業務委託され、その成果をもとに工事価格の積算、設計図

書の作成が行われていた。 

ｂ．設計について 

  設計内容についての不明点をヒアリングし、以下の結果を得たこと

から、設計内容は適切と判断する。 

確認事項 回答 

地盤改良工 

改良土量の根拠と添加量の

根拠 

（改良土量） 

改良厚さ 1.0m 及び貯留施設の幅・奥行

に 1.0m を加えた影響範囲 

（添加量） 

必要地耐力 62.9KN/m2 に対して、現場で

平板載荷試験を実施し決定 

脱色アスファルト舗装工エ

リアの決定根拠 

車いす利用等バリアフリーを想定した

範囲により決定 

カラーゴムチップ舗装工エ

リアの決定根拠 

地元要望及び地域の消防訓練等防災利

用を想定した範囲により決定 

遊具の選定根拠 地元要望により決定 

シェルター、備蓄倉庫、か

まどベンチ等防災施設規模

の決定根拠 

地域防災計画での想定避難人数及び地

元要望により決定 

地下貯留施設規模の決定根

拠 

行為後ピーク流入量を元に算定された。

算定結果をもとに、大阪府知事に協議し

同意を得ている。（平成 30 年 10 月 16

日：大阪府指令河環第 1307 号） 

    

   ②積算について 

    積算に用いた基準・歩掛及び単価表  

    「大阪府都市整備部建設工事積算基準」「造園修景積算マニュアル」「公 

   園緑地の維持管理と積算」を使用し積算を行っている。 

    単価表は平成２９年９月１日を採用し、単価表に掲載のない製品単価 

   は刊行物単価（建設物価、積算資料の平成２９年１０月版）を採用して 

   いる。 

    刊行物単価に掲載のない製品単価及び歩掛は、「大阪府都市整備部建設 

   工事積算基準」に基づく見積価格を採用している。 

    上記の採用基準及び結果から設計書の内容を調査した結果、積算は適 
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   切に行われていると判断する。 

 

③入札執行について 

 入札は事後審査型制限付一般競争入札で行われた。税抜予定価格３６ 

７，６４７，０００円、税抜最低制限価格３２１，８８６，０００円は 

事前公表であった。設計図書は、平成３０年４月１３日より、電子入札 

システムからダウンロードにより閲覧可能であった。 

    入札は、設計図書の閲覧開始から、十分な期間を経た平成３０年４月 

   ２７日から５月２日の間に、電子入札システムを用いて、一般競争入札 

   参加申請書及び工事費内訳書の提出により行われた。 

    開札執行は、平成３０年５月７日に行われ、参加２５社の全社が最低 

   制限価格で応札し、電子的なくじの結果、大日本土木株式会社大阪支店 

   が落札候補者となった。予定価格からみた落札率は、８７．６％であっ 

   た。 

    これらの手続きは、大東市事後審査型制限付一般競争入札制度に関す 

   る要綱（平成９年５月１日：要綱第９号）及び大東市最低制限価格の 

   取扱いに関する要綱（平成２４年１１月２１日：要綱第７９号）に基づ 

   き、適正に執行された。 

    落札候補者に対しては、入札参加資格確認資料の提出を求め、審査の 

   結果、落札者と決定された。 

 

 （２）工事着手後における技術的調査事項 

①施工体制について 

 現場代理人（監理主任兼任）が一級土木施工管理技士の資格を有して 

   いることを確認した。施工体系図、施工体制台帳が整備できている。 

 

②施工管理について 

ａ．施工計画書の内容 

   詳細な施工計画書が適切に作成されている。 

ｂ．工程管理 

   全体工程表及び工事月報の提出が適切に履行されていた。その結 

  果、工期遅延はなく、当初契約どおりに工事が進行している。 

ｃ．品質管理 

   施工計画書に立案された品質管理計画どおりに履行されている。 

ｄ．出来形・写真管理 

   施工計画書に基づき適切に履行されている。 
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ｅ．安全管理・環境管理 

   施工計画書に基づき適切に履行されている。 

 

③現場状況 

 現場は、第三者の立ち入りを制限するフェンスで覆われ、安全確保に 

      留意できていた。 

 車輌の出入り口には、交通誘導警備員を配置し、安全に配慮した上で、 

      適切な誘導が行われていた。 

        公衆のよく見える箇所に掲示板を設置し、建設業許可票、労災保険関 

      係成立票、施工体系図、建退共加入現場標識、建設リサイクル法届出済 

      シールなどを掲示しており、建設業法、労働保険徴収法、建設リサイク 

      ル法など関係法令を順守できていた。 

        作業員に周知出来る箇所に、安全掲示板を設置し、安全施工の啓蒙を 

      図れる体制であった。 

        作業主任者を選任の上、安全掲示板に掲示を行い、関係労働者に周知 

      できており、労働安全衛生法を順守できていた。 

 

 

Ⅲ 留意点 

  工事監査の結果、留意点は以下のとおりである。 

１ 設計上の留意点 

  （１）遊具、ゴムチップ舗装工などを採用するにあたっては、地元協議に 

     より要望を取り入れた上で採用されたことは評価できるが、後日検 

     索できるよう協議経過を記録しておくことが望ましい。 

  （２）ゴムチップ舗装工を採用するにあたっては、使用方法、補修方法な 

     どメンテナンス性を考慮したうえ、維持管理費用も踏まえた計画と 

     しておくことが望ましい。 

 

２ 工事監理上の留意点 

（１）遊具の施工に関しては現場組立時の検査方法を確認しておくこと。 

（２）ゴムチップ舗装工の品質管理方法を確認しておくこと。 


